昭和初期農村小学校における「郷土開発」的郷土教育の展開 ： 宮城県北村尋常高等小学校における実践を事例として by 大友, 晃
社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第19号　2007 (pp.37-45)
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Unfolding of Provincial Education in Terms of Development at an Elementary School
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期　　 日 具　体　的　 実　践　内　容
大正 ５年












































村 拮 厂我 が 北村」 を 編纂 し，郷 土認 識を 促すo
「北村 新 風土 記 」を 編纂 。
児童及 び村の青年に提供された最初の郷土誌o 月日不詳
寛 文 の烈 士 「伊東 七十 郎」 を 著述。
同烈士 が 北村 に誕生 し た ことを 考証。
烈士伊東七十郎重孝先生の公徳碑建立。二百五十年祭施行
郷 土修 養会 厂重 孝会」
郷土北村の烈士，伊東七十郎」の遺徳を全校で偲ぶo
「北村 郷賢 祭」 を初 めて 開催。
「北村 郷土 誌」を 編 纂。
村 の歴 史， 人物 ， 地理 ， 博物 ， 自然， 産 業 経済 の
実情 を児 童， 青年 に知 ら せるこ とが 目的
「青葉 会」 創設 し， 藩祖 伊達 政宗 公 の講話。
桃 生郡 教育 会 の依頼 によ り，「桃 生 郡誌」 を編 纂。
この年 度よ り 厂掲示 教育」 の実施
村 の要 所 及び 学校 に掲 示 し， 村 に教育 資 料 提供 ，
児童 に郷 土 に関 する必 要な 知識を 付与 すo
厂伊達 政宗 公」を 編 纂し， 摂政官 殿下 の台 覧 に供 す。
この年 度 より 「郷土 愛護 日」 設定。
毎週 金 曜日 の放課 後， 地区 の道 路， 橋梁 の清 掃。
厂綿羊 組 合」創 設。 綿羊70 頭 を会員 に分か つ。
F‾北村 郷土 読本 」 の編纂 〔昭 和10年 再 版〕
４月から課外読本として，尋常四以上の授業に活用
郷土の地理，伝説，偉人 の話，公民的知識，副業 などo
「北村 の郷 土」 の編 纂
「先代 萩 実話」 を著 し， 天覧 に供 す。
北村小 郷土 室 「遠 藤温先生 記 念館」 地 鎮祭 執行。
郷土 劇「 伊東七 十郎 」を 東北 博覧 会 に演出。
北村小「養兎組合」組織し，種兎190頭を組合員 に配当
北村小 厂郷 土資 料配 当表 」作 成。 月 日不詳
全国 町村 会長福 犀泰 江氏 来村 ，郷土 教 育視 察す。
北村小 児童 郷土 唱歌 を ラ ジオ放送。
「少年 赤十 字総 会」 開催 。
東 北大 学教 授大 類 伸博士 史跡 調査 の ため来 校。
北村道 路 保護組 合， 宮城 県知 事よ り表 彰。
県 主 催 厂竹細工 講習 会」〔三週 間〕を 本村 開 催。
「北村公民学校」創立。補習教育，農業教育に力を注ぐo
県 か ら柿苗1600 本無ｲ賞交 付 され， 各戸 に配 布。
湯海 県知 事 来村 し， 北 村小 ， 北村 公民 学 校授 業参 観
し，郷 土 教育施 設状 況視 察。
校長斎藤荘次郎「 信念に基く我が郷土教育施設」 出版o
「郷土 教育 研究 会」 を北 村小 学校 で開 催。
〔宮城 県初 等教 育学 会主 催，宮 城県 教育 会後援〕
重 孝神 社 祭典， 県学 務課 長 外山福 男氏 来校。
学校が 尽力 し， 組 織し た北村 産業 組合 認可 され る。
















《 表 ３》　北 村 郷 土 読 本 〔項 目 〕
はしがきに は，我村 の郷土地理，歴史 並びに公民的知 識を与
え るこ とにより，郷土 理解， 愛郷心滋養を促す として いる。
南 殿搜 の巻 旭山 の巻 我が学校の巻 賈 の峰の巻 緬羊の巻
















































































































教科名 教 科の目標 主な学習材料 と方 法 教科名 教科 の目 標 主 な学習 材料と方法










































































































































































葉菜類 菘類　甘藷　 頭葱　 ホウレ ンソ ウ
果 菜類 茄子　胡瓜　 南瓜　西瓜　苺等
工芸作物 除中菊　麻等
飼 料 類 紫雲英　牧草　 ザート ウィッケン
果 樹 類 梨　桃　柿　　 葡萄等
花 弁 類 菊科　百合科　鴛尾　石 竹科 に属する もの
『信念 に基づ く我が郷土教育施 設』第三 編.第一章.一二.農業 科











































































『 信念 に基づ く我 が郷土教 育施設 』第三 繼.第一 章.一二.五.郷佰忿 卻















































































































農　　 業　　 科 各　　　教　　　科








理科 〈系　 統　 性〉 〈「学 校園」利用》〈郷土 農業 教授〉
一般 児童の農業趣味喚 起， 農業的知識補充，
栽培実験等による実習促進。
内容 は樹木， 草本，花弁 中心。規模 は，一二
年生 は二坪， 三， 四年生 は三坪，五，六年生
は四坪，高等科五 坪。
〈郷土 農業教授〉














地理 〈系　 統　 性〉 「郷土 理解」》
〈「郷土 の現状把握」農産業に関する事項〉
耕 作地の現状，労力需給 関係，農産物 の集
散，消費〈農村経済の向上〉



































手工 〈関　迪　 性〉 〈竹細工〉 匚副楽的基礎知 識育成」
実用的経済的価 値の指 導，利用と加工， 表
現の指導
〈粘土細工〉「郷土的芸術制作」








家事 〈関　連　 性〉 〈製品販売奨励〉
竹細工，藁細工， 干し柿 の作り方， 蓙の作
り方， 蓙草 の栽培及び編み方生活改善・家庭改善の
視点からの副業奨励
『信念に基づく我が郷土教育施設』 第三編 第一章p44 ～p  241斎藤荘次郎S  .5.7研文社，を基に筆者作成
《図１》指導体制における連携
北 村 尋 常 高 等 小 学 校
北 村 公 民 学 校
〈尋　 常　科〉 〈高　等　 科〉
爿 へ
へ
／　　 小 学 校 教 員　　 ＼
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Ｎ （ 技 術 員 ） Ｋ
『信念に基づく我が郷土教育施設』後書　p.12斎藤荘次郎
S.5.7研文社，を基に筆者作成
授内容 の拡充 とい う形 で設 定 ・実施 され た。 各項
目教授 にお ける公民 学校 と農業 科 の連 携 の詳 細 は
《表 ９》 のとお りであ るが，項 目名を 比 べると，
例え ば，〈匚栽 培実 習」が「郷土 農業 教 授」〉，く匚家
畜飼 養」が「‾家畜 飼育 の奨 励並 び に組合 指導 」〉，
〈匚副業 」 が 匚副業 奨励」〉 と， 経営 的観点 か ら職
業 教育 の展 開を 目指 し たこ とが分か る。
また，指導 体制 で の連 携状況 は《図 １》 のとお
りで あるが， 尋常 科で は主 に尋 常科教 員が指 導 に












































































































































































，『前掲書』（注18) p 258～p 260に詳しい。
22.『前掲』（注4）
23.『前掲書』（注18) pi91
～p227
24.『同上晝J p214～p222
25.『同上晝J p224
26.従来の農業科不振の原因として
，学問的，抽象的内
容
，理論と実際の調和欠如，教授法の研究不足，各
教科との連携不足等の他，特に尋常科の児童に対す
る農業教授の素地育成の不十分さを指摘した。『同
上書J p207
27,『同上晝J pi 13～p241
28.『同上書J p258～p260
29.『前掲晝』（注4) pl99
30.滋賀県島小学校では
，郷土振興のための自力更生的
教育に主眼を置いたため
，経済地理的内容が多かっ
たことを指摘した。『前掲書』（注3) p219
-
31.『同上晝J p213
32.『前掲』（注19）
33.『前掲』（注４）
45－
